
4 よ み も の　四年

ごんぎつね
にいみ なんきち

新美南吉　作

一

これは、私
わたし

が小
ちい

さいときに、村
むら

の茂
も

平
へい

というおじいさんから

きいたお話
はなし

です。

むかしは、私
わたし

たちの村
むら

のちかくの、中
なか

山
やま

というところに小
ちい

さ

なお城
しろ

があって、中
なか

山
やま

さまというおとのさまが、おられたそう

です。

その中
なか

山
やま

から、少
すこ

しはなれた山
やま

の中
なか

に、「ごん狐
ぎつね

」という狐
きつね

がいました。ごんは、一人
ひ と り

ぼっちの小
こ

狐
ぎつね

で、しだの一
いっ

ぱいしげっ

た森
もり

の中
なか

に穴
あな

をほって住
す

んでいました。そして、夜
よる

でも昼
ひる

でも、

あたりの村
むら

へ出
で

てきて、いたずらばかりしました。はたけへ

入
はい

って芋
いも

をほりちらしたり、菜
な

種
たね

がらの、ほしてあるのへ火
ひ

を

つけたり、百
ひゃく

姓
しょう

家
や

の裏
うら

手
て

につるしてあるとんがらしをむしり

とって、いったり、いろんなことをしました。
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或
ある

秋
あき

のことでした。二
に

、三
さん

日
にち

雨
あめ

がふりつづいたその間
あいだ

、ごん

は、外
そと

へも出
で

られなくて穴
あな

の中
なか

にしゃがんでいました。

雨
あめ

があがると、ごんは、ほっとして穴
あな

からはい出
で

ました。空
そら

はからっと晴
は

れていて、百舌鳥
も ず

の声
こえ

がきんきん、ひびいていま

した。

ごんは、村
むら

の小
お

川
がわ

の堤
つつみ

まで出
で

て来
き

ました。あたりの、すすき

の穂
ほ

には、まだ雨
あめ

のしずくが光
ひか

っていました。川
かわ

は、いつもは

水
みず

が少
すくな

いのですが、三
みっ

日
か

もの雨
あめ

で、水
みず

が、どっとましていまし

た。ただのときは水
みず

につかることのない、川
かわ

べりのすすきや、

萩
はぎ

の株
かぶ

が、黄
き

いろくにごった水
みず

に横
よこ

だおしになって、もまれて

います。ごんは川
かわ

下
しも

の方
ほう

へと、ぬかるみみちを歩
ある

いていきま

した。

ふと見
み

ると、川
かわ

の中
なか

に人
ひと

がいて、何
なに

かやっています。ごんは、

見
み

つからないように、そうっと草
くさ

の深
ふか

いところへ歩
ある

きよって、

そこからじっとのぞいてみました。

「兵
ひょう

十
じゅう

だな」と、ごんは思
おも

いました。兵
ひょう

十
じゅう

はぼろぼろの黒
くろ

い

きものをまくし上
あ

げて、腰
こし

のところまで水
みず

にひたりながら、魚
さかな

をとる、はりきりという、網
あみ

をゆすぶっていました。はちまき

をした顔
かお

の横
よこ

っちょうに、まるい萩
はぎ

の葉
は

が一
いち

まい、大
おお

きな黒子
ほ く ろ

みたいにへばりついていました。

ごんぎつね 25



しばらくすると、兵
ひょう

十
じゅう

は、はりきり網
あみ

の一
いち

ばんうしろの、袋
ふくろ

のようになったところを、水
みず

の中
なか

からもちあげました。その中
なか

には、芝
しば

の根
ね

や、草
くさ

の葉
は

や、くさった木
き

ぎれなどが、ごちゃご

ちゃはいっていましたが、でもところどころ、白
しろ

いものがきら

きら光
ひか

っています。それは、ふというなぎの腹
はら

や、大
おお

きなきす

の腹
はら

でした。兵
ひょう

十
じゅう

は、びくの中
なか

へ、そのうなぎやきすを、ごみ

と一
いっ

しょにぶちこみました。そして、また、袋
ふくろ

の口
くち

をしばって、

水
みず

の中
なか

へ入
い

れました。

兵
ひょう

十
じゅう

はそれから、びくをもって川
かわ

から上
あが

りびくを土
ど

手
て

にお

いといて、何
なに

をさがしにか、川
かわ

上
かみ

の方
ほう

へかけていきました。

ふりがなの つけかた

一字に 一つずつ　村
むら

　城
しろ

　森
もり

　穴
あな

ことばに 一つ　百舌鳥
も ず

　一人
ひ と り

　黒子
ほ く ろ

一字ずつ、ことばとして　兵
ひょう

十
じゅう

　小
お

川
がわ

　菜
な

種
たね

Texto: Niimi Nankichi, «Gon gitsune» (1932), sección 1, de la ficha 628 de Aozora Bunko (texto base 新美南吉童話集, Iwanami Bunko, 1996;
transcripción 林裕司, corrección 浜野智), dominio público; lecturas sobre cada kanji añadidas para el Recetario de Postext. Compuesto
en Klee One y Zen Maru Gothic (SIL OFL).
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